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平素より地域の感染症対策に御協力いただきありがとうございます。

2026年4月から、印旛保健所管内の感染症情報（いんばっと感染症情報）を毎月1回（原則第
4金曜日に）掲載します。トピックスや管内の感染症の流行情報、予防や対策など幅広い情
報をお届けします。

≪麻しん（はしか）≫ 

2026年第15週に県内医療機関から3例の届出があり、県内の累計は23例となり
ました。2017年以降では最も早いペースで患者数が増加しています。他県では
集団感染も報告されています。

トピックス１

少量の菌数で感染が成立するので、特に乳幼児や高齢者
が集団生活を行う場合や家 庭内などでは周囲の人への感染
予防が重要です。 予防の方法として、食品を介した経口感
染（食べ物から人への感染）に対しては、 以下のことに注
意しましょう
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麻しんの定期予防接種をまだ受けていない方は、早めに
予防接種を受けましょう。また、定期接種の対象者だけ
ではなく、麻しんの罹患歴がなく、予防接種歴が明らか
でない場合やご自身の免疫が不十分なことが判明した方
は、ワクチン接種をご検討ください。
■参考・引用

1)国立健康危機管理研究機構：麻疹 発生動向調査

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/index.html

2】厚生労働省：麻しんについて

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/ind
ex.html

3)厚生労働省：麻しん及び風しんの定期接種対象者に対する積極的な接種勧奨並びに麻しん及び風しんの
任意接種に関する案内等について（依頼）

https://www.mhlw.go.jp/content/001684748.pdf

4)千葉県健康福祉部健康福祉政策課：麻しん（はしか）患者の発生について（令和8年4月10日）

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenfuku/press/2026/260410measles.html

5)柏市健康医療部保健予防課：麻しん（はしか）患者の発生
https://www.city.kashiwa.lg.jp/hokenyobo/kansenyobo/mashin4.html

。

■麻しん（はしか）って
どんな病気？

主な症状は、発熱、発疹、
鼻水、目の充血などです。
肺炎や脳炎などを起こすこ
ともあります。特効薬はな
く、先進国であっても1000
人に1人が亡くなると言わ
れています。

■予防はワクチン2回接種

麻しんウイルスそのものが空
間を漂い、それを吸い込むこ
とで感染することがあります
（空気感染）。
市販の不織布マスクだけで空
気感染を完全に防ぐことは困
難です。
ワクチンを2回受けて免疫を
つけておくことが最も確実な
予防方法です。
まずは母子健康手帳で接種記
録を確認してみましょう。
ワクチン接種を希望する場合
は、かかりつけ医に御相談く
ださい。

■心配な症状があるときは医療機関へ事前に連絡を

麻しんは非常に感染力が強いため、待合室などで周りの人にう
つしてしまうこともあります。発熱や発疹など、心配な症状が
ある場合は、事前に連絡し、医療機関の指示に従って受診して
ください。受診するときは、できるだけ公共交通機関（電車や
バスなど）の利用を避けてください。

麻しん患者が、周囲に感染させる可能性のある期間内に不特定
多数の人と接触した可能性がある場合、下記ホームページで公
開しています。

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenfuku/press/2026/260410mea
sles.html



医療機関の方へ

１ 麻しんを疑う場合の診療
発熱や発しんのある患者を診察する際は、麻しん

の可能性を念頭に置き、診療の順番を最後に回す
等、空間を共有しない診療体制を整えましょう。

海外渡航歴や国内旅行歴、麻しん罹患歴、予防接
種歴を確認してください。

麻しんを疑った時点で、感染症法第12条に基づき、
臨床診断例として直ちに保健所に届け出を行って
ください。

２ 検査・検体提出
血清IgM抗体検査などによる血清抗体価の測定を

行うとともに、必要に応じて地方衛生研究所等で
ウイルス学的検査を実施していますので、保健所
へ下記の検体を提出してください。

３ 院内感染予防と医療従事者の予防接種
図 院内ポスター例

医療従事者が麻しん含有ワクチンを2回以上接種していることを確認しましょう。
麻しんは感染力が非常に強いため、院内感染予防対策を徹底してください。

海外旅行へ行かれる方へ

１ 渡航前の注意事項
渡航先の麻しん流行状況をウェブサイト等で確認してください。

母子手帳などで予防接種歴、罹患歴を確認し、記録がなければ渡航前に

予防接種を受けることを検討してください。

罹患歴や接種歴が不明な場合は、抗体検査を受けることを検討してください。

２ 渡航後・帰国後の注意事項
麻しん流行地域から帰国後2週間程度は健康状態に注意し、発熱や咳嗽、

鼻水、眼の充血、全身の発しん等の症状が現れた場合は医療機関を受診

してください。

受診時は、渡航先や麻しんの可能性について医療機関に事前に伝えてください。

受診の際は、医療機関の指示に従い、可能な限り公共交通機関を利用せずに

受診してください。

厚生労働省検疫所ホームページ FORTH（For Travelers' Health）

https://www.forth.go.jp/index.html



トピックス２

≪海外旅行時は感染症に注意しましょう！≫

海外においては、国内では見られない感染症が流行していることがあり、海外滞在
中に感染する可能性があります。海外で感染症にかからないようにするために、感
染症に関する正しい知識と予防方法を身に付けましょう。

。

ゴールデンウィークに渡航される皆さまへ



管内全数感染症情報

管内定点感染症情報 2026年第11週～第15週の
発生動向です

2026年第1週～第15週の管内
の全数感染症の発生情報です

百日咳は、大流行した
昨年と同様増加傾向です。
流行状況に注視しましょ
う。
https://www.pref.chiba.l
g.jp/eiken/c-
idsc/documents/202615
pertussis.pdf

https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/documents/202615pertussis.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/documents/202615pertussis.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/documents/202615pertussis.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/documents/202615pertussis.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/documents/202615pertussis.pdf


～定点医療機関における感染者数の報告は減少傾向です～

インフルエンザ感染症

新型コロナウイルス感染症

①手洗い・手指衛生
②マスクの着用・咳エチケット
③室内の換気

  ④室内の湿度の保持
          ⑤人ごみを避ける

⑥ワクチン接種

感染
対策

第15週の千葉県全体の定点あたり報告数
は0.75（人）でした。印旛保健所管内の
報告数は、4週連続減少し、0.55(人)と
なっています。高齢者施設や医療機関で
の集団発生例も減少しています。下記に
新型コロナウイルス感染症の発生状況を
掲載しています。

https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-
idsc/documents/202615covid19.pdf

管内における感染症発生状況について、
主に千葉県感染症情報センターの情報
を基に作成しています。
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